
三島町立三島中学校 【学校教育目標】
自分の良さを知り
人とのつながりを大切にでき
自己の役割を果たし

令和５年７月号 校長 鶴水 達也 計画的に行動できる生徒の育成

将来を考える立志式
７月７日に三島町交流センター山びこにて立志式を行いました。立志式に向けて、子どもたち

は、自分の人生を振り返り、自分の将来をしっかり考えました。その一環として、７名の２年生は、
将来を見据えた「立志の言葉」を考え、今後の抱負とともに発表しました。将来の自分をよく考え
ていると感心しました。将来に向けて学ぶ意義を子どもたちと確認しながら、一人ひとりが自分らしく生
きることができ、夢に近づけるよう支援して参ります。

【立志の言葉】７名それぞれの将来に向けて考えた言葉です。
一期一会（いちごいちえ） 一生に一度だけの出会いの機会を大切にする。
先難後獲（せんなんこうかく） まずは人のために困難なことをし、自分の利益は後回しにする。
勇気凜々（ゆうきりんりん） 失敗や危険を省みず、勇敢に立ち向かう。
直言直行（ちょくげんちょっこう） 思ったことははっきり言い、責任をもって実行する。
品行方正（ひんこうほうせい） 人として心や行いが正しく立派な人になる。
堅忍不抜（けんにんふばつ） どんなことにも心を動かされず、がまん強く耐え抜くこと。
雲心月性（うんしんげっせい） 名声や利益を求めず、雲や月のように滑らかな心で生活する。

【立志式を迎えての誓いの言葉】 【立志証書を授与される２年生】

【全校生と２年生保護者、教職員とで】 【先輩からの激励の言葉】

桐の里だより



「生き方講話」から「生き方マネジメント」へ
立志式の午後にＰＴＡ教養部講演会を行いました。当日は暑い中、そしてお忙しい中、参加い

ただき感謝いたします。
講演会では、しらかわ演劇塾代表の十文字律子さん（東京都出身、白河市在住）から、「オリジ

ナルの人生～１００人いたら１００通り～」と題して講話がありました。
大学の演劇科や劇団青年座研究所を卒業後、単身アメリカに渡ったことを含めて俳優として活

躍した「生き方講話」がありました。
【子どもたちの感想（一部）】
○ 一人でも、目標に向かって、いろんなことに挑戦していきたいと思いました。
○ 人とたくさん話して、その人の個性を認めることが大切だということが分かりました。
○ さまざまな人と関わり合い、体験し学ぶことが大切だと思いました。
○ 好きな演劇を通して自分に自信を持って、自分を表現することは素敵だと思いました。
○ 自分のやりたいことを諦めずにやることが大切なことを学びました。
○ 好きだったことを将来の仕事にしていることが素晴らしいと思いました。

【生徒代表のお礼の言葉】 【夢を叶えた経験を語る十文字さん】

頑張る子どもたち
特設駅伝部は全会津中体連駅伝大会、特設合唱部は保育所訪問や町文化祭に向けて、活

動がはじまりました。「全校生で一つのことに取り組むからこそ頑張れる」、「みんなの頑張る姿で自分も
頑張る。自分の頑張る姿でみんなを応援する」そのような活動にして参ります。

【特設合唱部での美しいハーモニー】 【特設駅伝部の練習で心も鍛える子どもたち】

【校長のひと言】学校ホームページを定期的に更新中です。現在８３、３００閲覧（令和４年７月号
発行時６６、０００閲覧）、１年間で１７、３００閲覧でした。１日５０閲覧以上と全校生徒の４倍も！


